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「健全化判断比率」と「資金不足比率」は 健全を維持 

健全化判断比率と資金不足比率は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、各年度決算に

基づき算定されます。 

この比率には、早期健全化基準や経営健全化基準が定められています。比率のいずれかが基準を超えた場

合には、財政健全化計画や経営健全化計画を策定し、財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化を図らな

ければなりません。 

越前町の令和５年度決算に基づくこれらの比率は、すべてが健全化基準を下回り、財政の 

健全を維持しています。 

比  率  名 令和５年度決算 早期健全化基準 

健全化判断比率 

実質赤字比率 黒字 13.77％ 

連結実質赤字比率 黒字 18.77％ 

実質公債費比率 9.8％  25.0％ 

将来負担比率 －（将来負担なし） 350.0％ 
 

比  率  名 令和５年度決算 経営健全化基準 

資金不足比率 資金不足なし 20.0％ 

 

実質赤字比率・連結実質赤字比率 

Ｑ： 実質赤字比率・連結実質赤字比率とは何ですか？ 

Ａ： 実質赤字比率とは、一般会計などで歳出に対する歳入の不足額（赤字額）が標準財政 

規模（※）に占める割合です。 

連結実質赤字比率とは、一般会計とすべての特別会計・事業会計の赤字額の合計額が 

標準財政規模に占める割合です。 

この比率が高いほど、赤字の程度が大きいことになります。 

（※）町税や普通交付税、各種譲与税・交付金などの使途が限定されない通常の年間収入の合計額 

 
 
 

Ｑ： 越前町の実質赤字比率・連結実質赤字比率はどうなっていますか？ 

Ａ： 令和５年度決算ではすべての会計が黒字となり、実質赤字比率・連結実質赤字比率は 

ありません。 
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実質公債費比率 

Ｑ： 実質公債費比率とは何ですか？ 

Ａ： 実質公債費比率とは、借金の返済額などが標準財政規模に占める割合です。 

借金の返済額などには、上下水道・病院の公営企業会計やごみ処理・消防の一部事務 

組合に対する町の負担金のうち借金の返済に充てられたとみられる額も含まれています。 

この比率が高いほど、町財政に対する借金の返済などの負担が大きいことになります。 

 

Ｑ： 越前町の実質公債費比率はどうなっていますか？ 

Ａ： 町では、これまで借金の繰り上げ返済や金利の低い借金への借り換え、事業の計画的な 

実施により借金を減らしてきました。 

この結果、実質公債費比率は、令和５年度決算では９．８％となり、ピーク時の平成 

１８年度と比べ１５ポイント改善していますが、本庁舎整備事業や令和元年度臨時財政対策

債の元金償還が開始となった影響で、前年度と比べると０．８ポイント悪化しました。 

なお、県内市町の実質公債費比率の平均値は７．６％で、町の実質公債費比率は若干高く 

なっています。 
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将来負担比率 

Ｑ： 将来負担比率とは何ですか？ 

Ａ： 将来負担比率とは、将来負担しなければならない実質的な負担（将来負担額と呼ぶ。）が

標準財政規模に占める割合です。将来負担額は、次のものなどの合計です。 

・借金の残高 

・上下水道・病院の公営企業会計やごみ処理・消防の一部事務組合の借金の返済に 

充てる一般会計などの負担見込額 

・職員の退職手当支給予定額 

一方、基金の残高など（充当可能財源と呼ぶ。）がある場合、それを借金返済に充てるこ

ともできるため、将来負担額から控除することになります。 

この比率が高いほど、現在背負っている借金などが将来財政を圧迫する可能性が高いこ 

とになります。 
 
 
 

Ｑ： 越前町の将来負担比率はどうなっていますか？ 

Ａ： 将来負担比率は、令和５年度決算では将来負担比率は「ー（将来負担なし）」となり、    

ピークであった、平成１９年度と比べ１５１．４ポイント改善しました。また、前年度と比

べても、公営企業債の償還が進んだことや、基金現在高の増、普通交付税の増により、   

２．３ポイント改善しました。 

県内市町の将来負担比率の平均値は２７．２％で、町の将来負担比率は県内市町平均値 

より良好となりました。 
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資金不足比率  

Ｑ： 資金不足比率とは何ですか？ 

Ａ： 資金不足比率とは、上下水道・病院の公営企業会計ごとに、料金収入に対する手持ち資 

金の不足額の割合です。 

この比率が高いほど、経営の健全性が低いことになります。 

 
 
 

Ｑ： 越前町の資金不足比率はどうなっていますか？ 

Ａ： 令和５年度決算ではすべての公営企業会計で資金不足額が無く、資金不足比率は算定 

されません。 
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